
災
害
か
ら
わ
が
身
を
守
る
こ
と
を
考
え
る

　
　
　～
土
砂
災
害
・
洪
水
に
備
え
る
～

　今
年
も
、
全
国
各
地
で
大
雨
が

降
り
避
難
指
示
な
ど
の
情
報
が
出

さ
れ
、
多
く
の
人
が
不
安
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
７
月
に
発
生
し
た
静
岡
県
熱
海

市
で
の
土
石
流
災
害
で
は
、
甚
大

な
人
的
・
物
的
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
近
年
は
、
局
地
的
な
豪
雨
や
台

風
の
大
型
化
な
ど
も
あ
り
、
土
砂

災
害
や
洪
水
は
、
「
い
つ
」
「
ど

こ
で
」
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
災
害
に
備
え
て
、
ど
の
よ
う
な

準
備
が
必
要
か
、
災
害
が
起
き
た

と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し

た
ら
よ
い
か
な
ど
、
適
切
な
知
識

を
持
ち
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
・
危
機
管
理

課
防
災
・
危
機
管
理
担
当
（
☎
内

線
４
１
５
）

気
象
・
避
難
情
報
の
収
集

　
台
風
や
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
と

き
は
テ
レ
ビ
（
デ
ー
タ
放
送
）
や

ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
の
気
象
情
報
や

避
難
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
災
害
の
危
険
が
迫
っ

た
と
き
に
避
難
指
示
な
ど
を
発
令

し
て
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
　

　
主
な
伝
達
手
段
は
次
の
と
お
り

で
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
／
桐
生
ふ
れ
あ

い
メ
ー
ル
／
防
災
ラ
ジ
オ
／
防
災

行
政
無
線
／
広
報
車
／
Ｌ
ア
ラ
ー

ト
（
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
な

ど
）
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
自
治

組
織
／
自
主
防
災
組
織

早
め
の
避
難
を

　土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
浸
水
想

定
区
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
そ

の
区
域
の
外
に
あ
る
安
全
な
場
所

へ
移
動
す
る
立
ち
退
き
避
難
（
水

平
避
難
）
が
原
則
で
す
。
　

　
す
で
に
道
路
が
冠
水
し
て
い
る

な
ど
、
移
動
に
危
険
が
伴
う
場
合

に
は
、
無
理
に
避
難
場
所
ま
で
避

難
せ
ず
、
自
宅
を
含
め
て
、
が
け

や
沢
か
ら
少
し
で
も
離
れ
た
近
隣

の
建
物
の
上
階
に
待
避
（
垂
直
避

難
・
屋
内
安
全
確
保
）
し
て
く
だ

さ
い
。

　
土
砂
災
害
や
洪
水
で
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
は
「
早
め
の
避

難
」
が
重
要
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
応
を
一

人
一
人
が
状
況
に
応
じ
て
判
断
し
、

適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
、
災

害
か
ら
わ
が
身
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

地
域
の
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
、
避
難
経
路
の
確
認

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
震
や
土

砂
災
害
、
洪
水
な
ど
、
災
害
の
種

類
に
よ
っ
て
避
難
場
所
が
異
な
り

ま
す
。
事
前
に
住
ん
で
い
る
地
域

の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、
避
難

経
路
を
、
実
際
に
歩
い
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
　

　
市
で
は
、
避
難
情
報
が
発
令
さ

れ
る
前
で
あ
っ
て
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
危
険
を
感
じ
た
場
合
に
、

自
主
的
に
避
難
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
（
左
表
参

照
）自主避難所指定施設一覧

 ・昭和公民館　  　・梅田南小学校体育館
 ・南公民館　　 　 ・相生公民館
 ・東公民館　　  　・川内長寿センター
 ・西公民館　　  　・菱公民館
 ・北公民館　　  　・桜木西公民館
 ・境野公民館　 　 ・新里支所
 ・桜木公民館　  　・黒保根支所
 ・広沢公民館

土石流の
予兆現象

・急に川の水が濁り、流木が混じり始める
・雨が降り続いているのに川の水位が下がる
・立ち木が裂ける音や石がぶつかり合う音が
  聞こえる

地すべりの
予兆現象

・地面に亀裂や段差、陥没が発生する
・がけや斜面から水が噴き出す
・井戸や沢の水が濁る
・樹木が傾く

がけ崩れの
予兆現象

・がけに割れ目ができる
・がけから小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水が湧き出る
・湧水が濁ったり、止まったりする
・地鳴りがする

土砂災害の予兆現象に注意しましょう
　警報や避難情報が発令されていなくても、下表のような
状況を確認した場合は、適切な避難行動を始めてください。

雨
量
に
注
意

　
土
砂
災
害
は
、
雨
が
原
因
と

な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
１
時
間
に
20
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
強
い
雨
が
降
っ
た
り
、
降

り
始
め
て
か
ら
の
雨
量
が
１
０
０

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
土
砂

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
や
洪
水
は
、
大
雨
よ

り
も
少
し
遅
れ
て
起
こ
り
ま
す
。  

　
ま
た
、
が
け
崩
れ
な
ど
は
雨
が

や
ん
だ
後
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
大
雨
の
後
は
何
日
か

注
意
が
必
要
で
す
。

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

の
構
築

　
現
在
、
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
整
備
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
防
災
ア
プ
リ
な
ど
を
導
入

し
ま
す
。
運
用
開
始
は
来
年
10
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

防災・危機管理課防災・危機管理課
進藤主査進藤主査

11. 住み続けられるまちづくりを
13. 気候変動に具体的な対策を5 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）


